
Tone Hammer® 500 V2
ユーザー・マニュアル



はじめに
この度は、Tone Hammer® 500 V2をお買い上げいただき、誠にありがとうございます！

独特のウォームでチューブライクなトーンとキャラクターの超軽量アンプ Tone Hammer® 500 V2 は、フ
レキシブルな 3 バンドEQ、パンチや歪み感が得られるAguilar 独自の「Drive」コントロールを装備し、
500W のパワーをわずか 1.9kg のパッケージに収めました。このソリッドステート・アンプは、4 Ωまた
は 2.67 Ω駆動時の連続出力が 500Wで、驚くほど自由度の高い EQ セクション、シリーズ接続のエフェ
クト・ループ、2 系統の XLR バランス出力、AUX 入力、ヘッドフォン端子を装備し、さらにリアパネルには
Speakon（スピコン）出力端子、そしてAguilar Cabinet Suite IRモジュールも搭載しています。
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URL: http://www.korg.com/jp/kid

安全上のご注意
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使い始める
本マニュアルでの用語表記について
本マニュアルでは、Tone Hammer® 500 V2 のパネルに表示されているノブ等の名称を、イタリック（斜
体）で表記します。

基本セットアップ
• 電源電圧：100-240 ~VAC 50/60Hz
• 電源ヒューズ：Internal T 6.3 A H/250V
• 最大消費電力：650W

Tone Hammer 500® V2 はユニバーサル電源を搭載していおり、100V から240Vまでの電圧、50または
60Hz の周波数の AC 電源でご使用になれます。

お使いのスピーカー・キャビネットと本機との接続には、スピコン・ケーブル（ケーブルの両端が
Speakonコネクターのもの）、またはスピコン-To-1/4"（6.35mm）フォーンプラグのケーブルをご使用く
ださい。

本機リアパネルのスピーカー出力端子は、4芯スピコン・コネクターのピン+1とピン-1が接続されてい
ます。このコネクターは、一般的な 2 芯または 4 芯のスピコン・プラグに対応し、2 芯もしくは 4 芯のスピ
コン・ケーブルがご使用になれます。ケーブル内の過熱防止のため、AWG 12 以上のケーブルをご使用
ください。ケーブルの加熱は、電気的な絶縁や火災、感電を引き起こすおそれがあります。

本機の出力は、お使いのキャビネットのインピーダンス値によって次のように変わります：
• 8 Ω（8 Ωキャビネット1 台）：250W
• 4 Ω（4 Ωキャビネット1 台、または 8 Ωキャビネット2 台）：500W
• 2.67 Ω（8 Ωキャビネット1 台と4 Ωキャビネット1 台、または 8 Ωキャビネット3 台）：500W

本機と電源コンセントとの接続には、付属の電源コードをお使いください。

楽器と本機を接続し、本機の電源を入れます。OPERATE とSTATUS のランプが点灯するとアンプが使用
できる状態になります。

保護機能
Tone Hammer® 500 V2 は、通常の動作範囲の限界を超えた場合にアンプへのダメージを防ぐために
設計された複数の保護回路を搭載しています。保護回路には、過電流、過熱、DC、高周波検出器があり
ます。これらの回路のいずれかが作動すると、本機は出力を制限するか、シャットダウンします。この
間、 OPERATE とSTATUS ランプの両方が消灯します。
加えて本製品は、国際的な安全規格への準拠を目的として、自動電源オフ機能が搭載されていま
す。アンプが3時間以上にわたって信号を受信しなかった場合、自動的に電源がオフになります。
アンプの電源が切れていることにお気づきの際は、一度電源スイッチをオフにし、3～5分ほど待っ
てから再度電源をオンにしてください。
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各部の機能
フロントパネルの各種機能
-10dB：-10dB のパッドをシグナルパスに挟み込み、出力が非常に高いベースのゲイン調整時でも柔軟
性を確保できます。

Gain：アンプの入力レベルを調整します。

Drive：Drive ノブを操作すると、Gain ノブの設定に応じてゲイン・ストラクチャーとEQを変化させます。
これにより、Gain ノブの設定に適応した「ビンテージ・スタイル」の EQ にすることができます。Gainノブ
を低めに設定すると、EQ はよりフラットな特性になります。Gain ノブを高めに設定すると、ゲイン・スト
ラクチャーで飽和（サチュレーション）が生じ、ローエンドが引き締まり、スムーズなトレブルになります。
Drive回路がミッドレンジを取り囲んでいるため、Gain、Mid Level、Mid Freqの各ノブを調整するだけで、
非常に幅広いトーンが得られます。

Volume：アンプ全体の音量を調整します。

EQセクション：
Treble：± 14dB @ 4kHz
Mid Level：± 16dB
Mid Frequency：180Hz – 1kHz
Bass：± 17dB @ 40Hz

D.I. 1：
D.I. 定格出力レベル：-20dBu

D.I. Pre/Postボタン：
Pre：入力信号は、GainとEQ の前段、-10dB PAD の後段からD.I. XLR 出力に送られます。
Post：Gain、Drive、EQ、エフェクト・ループを経た信号が D.I. XLR 出力に送られます。このセッティン
グの場合、Master ノブで調整できるのはスピーカー・キャビネットからの音量のみで、D.I. XLR 出力
の信号レベルは調整できません。

Lift/Ground：D.I. 使用時にハムノイズが生じている場合は、グランドループが発生している可能性があ
ります。多くの場合、Lift/Ground ボタンで問題は解消できます。

Tone Hamme® 500 V2 は、スピーカー・キャビネットを接続せず、レコーディングなどの用途で XLR 出力
のみを使用しても安全にご使用いただけます。リアパネルのスピコン・コネクターからスピーカー・ケー
ブルを取り外し、XLR 出力からお使いのレコーディング機器やオーディオ・インターフェイスに接続して
ご使用になれます。

* 注意：Tone Hammer® 500 V2 は、D.I. 出力にファンタム電源を供給しても破損することはありません。
D.I.ファンタム電源は、PA やレコーディングなどのミキシング・コンソールのチャンネルに装備されたス
イッチで供給される電源のことで、一部のタイプのマイクで必要となるものです。なお、ファンタム電源

（通常は「48V」などと表記されています）を使用しても、本機の D.I. XLR 出力の音質などには影響しませ
ん。また、本機はファンタム電源を必要する機器ではありませんので、ミキシング・コンソールに接続する
際は、ファンタム電源をご使用にならないことをお勧めします。



リアパネルの各種機能
Effect Loop Section（センド/リターン）：エフェクト・ループ・セクションは、定格入力レベルが +4dBu
の業務用音響機器（ラックマウント・タイプの機器等）の使用を前提としたものです。また、エフェクト・
ループはシリーズ接続です。コンパクト・タイプなどのエフェクターは、アンプの前段でご使用ください。

Speaker Output：Speakon（スピコン）端子を1 つ装備しています。トータルのインピーダンスが 2.67
Ω以下にならなければ、キャビネットの組み合わせは自由です。また、スピコン端子のピンは +1と-1 が
接続されています。

Tuner：1/4"（6.35mm）フォーンジャックのチューナー端子です。アンプ自体がミュート状態でもこの端
子からはチューナーに信号を送ることができます。

Headphone out：Tone Hammer® 500 V2 は 1/8"（3.5mm）のヘッドフォン端子を装備し、キャビネット
から音を出さずに練習などを行えます。1/8"（3.5mm）のAux In にはラップトップやスマートフォン、音
楽プレイヤーなどを接続でき、音楽を聴きながら演奏することができます。Aux Inとヘッドフォンとの音
量バランスは、Headphone Mix ノブで調整できます。

長時間にわたる大音量でのリスニングは、しないでください。
長時間かつ頻繁な大音量（高音圧）でのリスニングは、難聴などの聴覚異常を引き起こす
おそれがあります。

Aux In：1/8"（3.5mm）の入力端子です。音楽プレイヤーなどを接続できます。

D.I. 2 / Aguilar Cabinet Suite：もう1 つの D.I. 出力はリアパネルにあり、Tone Hammer® 500 V2 の機
能や柔軟性の高さをさらに引き上げます。この D.I. 出力は、「Post」信号をフロントパネルの D.I. 出力と
は別のチャンネルにレコーディングしたり、インイヤー・モニター・ミックスに使用したり、プリロードさ
れている3 つのインパルス・レスポンス（Tone Hammer® 500 V2 には Aguilar SL 112、SL 410x、DB 410
の各キャビネットのインパルス・レスポンスがプリロードされています）から1 つを選択して、この信号
に加えることができます。

D.I. 2 Lift/Ground：D.I. 出力使用時にハムノイズが生じている場合は、グランドループが発生している
可能性があります。多くの場合、Lift/Ground ボタンで問題は解消できます。

USB-C：このコネクターは、本機とWindows® PC や Apple® 製コンピュータを接続し、Aguilar Cabinet 
Suiteを使用してIR（インパルス・レスポンス）ファイルの編集に使用します。注意：このコネクターは、
レコーディングなどのオーディオ・インターフェイスや充電ポートとしては使用できません。Aguilar 
Cabinet Suiteを使用することで、本機にプリロードされているIR以外に、オリジナルのIRを3つのスロッ
トのうちの 1 つに入れることができます。そのためには、Aguilar Cabinet SuiteソフトウェアをAguilar
ウェブサイト（www.aguilaramp.com) からダウンロードして開き、本機とコンピュータをUSB-Cケーブ
ルで接続し、ドラッグ＆ドロップで簡単にIRファイルを本機の好きなスロット入れることができます。

CAB IR Select：このボタンを押すとキャビネットIR が順番に切り替わります。ボタンを押すたびにIR な
し、IRスロット1、スロット2、スロット3 の順に切り替わり、もう一度押すとIR なしに戻ります。
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環境保護について
このマークは、使用済みの電気・電子機器（WEEE：電気・電子廃棄物）を家庭ごみと一緒に
廃棄してはならないという意味です。
最寄りの WEEE 回収センターやリサイクルに関する詳細は、お住まいの自治体やお買い上げ
の販売店にお問い合わせください。
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